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三喜三

宙
遊
・
遊
ば

i
く
山
河
辺

ふ
る
さ
と
公
園
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
五
月
四
日
に
行
な
わ

れ
、
村
内
外
よ
り
多
数
の
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
と
お
祭
り
広
場
で
は
、

多
く
の
催
し
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
色
々
な

屋
台
も
出
庖
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
の
あ
と
、
爆
笑
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

シ
ョ

l
、
チ
ビ
ッ
子
達
が
奮
闘
し
て
く
れ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
、
キ
ヤ
ツ
キ
ャ
、

キ
ヤ
ツ
キ
ヤ
と
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
た
マ

ス
・
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
一

泊
二
日
が
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

標
高
差
六

O
μ
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ラ
イ

ダ
ー
で
も
、
子
供
達
は
、
元
気
な
歓
声
を

上
げ
何
度
も
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と

一
息
は
、
ふ
る
さ
と
庭
園
の

屋
根
付
き
橋
で
、
ふ
る
さ
と
の
清
流
が
運

ん
で
く
れ
た
心
地
よ
い
そ
よ
風
が
な
ん
と

も
た
ま
り
ま
せ
ん
。

J
」
こ
ろ
と
体
、
深
呼
吸
刀
。
緑
い
っ
ぱ

い
の
河
辺
で
、
あ
な
た
も
た
ま
に
は
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
・
家
庭
サ
ー
ビ
ス
は
い
か
が
で

す
か
。

〈
ふ
る
さ
と
公
園
関
連
記
事
六
ペ
ー
ジ
〉

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し

ょ
う
)
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佐川

号
国
家
公
務
員
の
五
月

…
し

…
一

日
か
ら
の
完
全
週
休

で
ま

…
二
日
制
の
実
施
、
九
月

一
崎

一
実
施
の
学
校
週
五
日

ψ
小

山
制
、
こ
れ
ら
に
追
従
す

問
ム
ザ

出
る
形
で
地
方
公
務
員
、

球

'

世

民
間
企
業
へ
と
週
休
二

日
制
が
波
及
す
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。日

本
人
の
感
情
で
は
、
「
働
か

ざ
る
も
の
食
う
べ
か
ら
ず
」
と
勤

勉
を
賞
賛
し
、
働
き
パ
チ
を
誉
め

称
え
て
、
過
労
死
を
外
国
に
も
通

用
す
る
言
葉
に
ま
で
し
た
お
国
柄

の
日
本
、
い
っ
た
い
ど
の
世
代
が

こ
の
週
休
二
日
を
最
も
有
効
に
利

用
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

ま
だ
ま
だ
田
舎
で
は
「
の
ら
」

と
い
う
言
葉
が
幅
を
利
か
し
て
い

る
現
在
、
他
人
の
目
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
悠
悠
と
週
休
二
日
を
過

せ
る
人
が
果
し
て
何
人
い
る
だ
ろ

う
か
と
考
え
る
。

自
分
に
与
え
ら
れ
た
「
空
白
の

時
間
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ

き
か
・
:
:
。
こ
の
機
会
に
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
た
い
。

朝
目
覚
め
る
。
す
る
と
。
誰
に

で
も
ま
っ
さ
ら
な
二
十
四
時
間
が

、ぎっ

し
り
と
詰
っ
て
い
る
。
こ
れ

こ
そ
最
も
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

こ
の
貴
重
な
時
間
を
自
己
向
上

の
た
め
生
か
し
て
使
い
た
い
も
の

だ。

梅
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般
会
計

十
九
億
四
千
八
百
万
円

特
別
会
計

Jて

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
小
学

校
建
築
、
ふ
る
さ
と
公
園
整
備
、

若
者
定
住
促
進
住
宅
建
築
と
大
事

業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
平

成
三
年
度
事
業
も
、
村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
無
事
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
財
政
に

お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
同
様
、
大

変
に
厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
お

り
、
本
村
に
お
き
ま
し
で
も
、
人

口
の
減
少
、
高
齢
化
社
会
で
の
福

祉
問
題
、
農
林
業
振
興
の
問
題
、

教
育
の
問
題
等
、
ま
だ
ま
だ
大
き

な
問
題
が
山
積
致
し
て
お
り
ま

す。

わヌ少第 95号

こ
の
状
況
を
踏
え
つ
つ
平
成
四

年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
国
の
平
成
四
年
度
地

方
財
政
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、

農
林
業
の
振
興
、
公
共
事
業
へ
の

投
資
、
豊
か
な
文
化
の
里
づ
く

り
、
憩
い
の
場
所
づ
く
り
等
を
目

指
し
、
最
小
で
最
大
の
効
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
文
、
山
積
す
る
課

五
億
一

千

万
円

題
に
最
善
の
努
力
を
し
、
村
民
の

皆
様
に
応
え
る
よ
う
編
成
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

一
、
オ
フ
卜
l
ク

通
信
シ
ス
テ
ム

三
千
五
百
万
円

二
、
村
道
整
備
事
業

四
億
五
千
七
百
万
円

、
農
林
道
整
備
事
業

一
一
一
億
七
千
八
百
万
円

四
、
河
辺
小グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

百
二
十
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
一
億
六
千
三

百
万
円
、
国
民
健
康
保
険
施
設
会

計
一
億
一
千
七
百
万
円
、
老
人
保

健
特
別
会
計
一
億
四
千
五
百
万

円
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
八
千
三

百
万
円
と
編
成
を
行
い
、
高
齢
化

社
会
へ
の
対
策
、
ゆ
と
り
あ
る
生

活
、
場
所
づ
く
り
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

以
上
が
平
成
四
年
度
の
当
初
予

一般会計歳入歳出予算
計

A
Q

一
A

jjlj 特

算
の
概
要
で
す
が
、
過
疎
化
の
激

し
い
中
で
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
自
主
的
、
主
体
的
な
地
域
づ

く
り
に
、
村
民
の
皆
様
の
参
加
と

ご
協
力
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
納

較比
平成3年度

当初予算

平成4年度

当初予算

年度

会計

% 

8.5 

20.2 

千円

150，611 

97，757 

千円

163，353 

117，467 

国民健康

保険

事業会計

国民健康

保険

施設会計

得
の
い
く
予
算
執
行
が
で
き
る
よ

う
最
善
の
努
力
を
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

議会費47.988
(2.5%) 

老人保健

会計
14.1 

523.3 

30.9 

127，842 

13，382 

389，592 

145，842 

83，409 

510，071 

道

計

水

会
易

業

簡

事

計
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平
成
四
年
一
月
三
十
一
日
全
国
町
村
会
定
例
総
会

に
お
い
て
、
優
良
町
村
と
し
て
、
河
辺
村
が
表
彰
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

先
ず
表
彰
を
受
け
ま
し
た
行
績
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。二

十
一
世
紀
に
向
っ
て
「
心
豊
か
で
還
し
い
農
林

業
の
村
」
を
目
指
し
、
緑
豊
か
な
生
活
環
境
に
満
ち

た
村
づ
く
り
、
豊
か
な
人
情
で
結
ぼ
れ
た
福
祉
の
村

づ
く
り
、
活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
産
業
の
村
づ
く

り
、
創
造
性
豊
か
な
人
間
性
と
文
化
の
香
り
高
い
村

づ
く
り
を
重
点
施
策
に
特
色
あ
る
諸
施
策
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
、
緑
豊
か
な
生
活
環
境
に
満
ち
た
村
づ
く
り
と
し

て「
ふ
る
さ
と
の
宿
」
を
拠
点
と
し
た
、
ふ
る
さ
と

公
園
整
備
事
業
に
よ
る
村
民
の
憩
い
の
場
の
確
保
と

都
市
住
民
と
の
交
流
で
豊
か
な
人
間
性
の
実
現
に
努

め
て
い
る
。

二
、
地
域
経
済
活
性
化
と
農
林
業
の
振
興
と
し
て

快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
県
道
北
平
大

洲
線
を
二
車
線
に
拡
幅
し
、
併
せ
て
町
村
道
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
平
成
三
年
度
末
で
舗
装
率
四
O
%

で
あ
り
、
又
各
戸
私
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
実

施
、
若
者
定
住
促
進
住
宅
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
三
階
建
二

L
D
K
六
世
帯
分
)
の
建
築
、
除
間
伐

事
業
一
四
四
回
を
完
了
し
作
業
林
道
を
開
設
、
又
農

業
構
造
改
善
事
業
(
後
期
分
)
に
よ
る
農
道
の
整
備

と
ほ
場
整
備
を
完
了
し
た
こ
と
。

村
お
こ
し
事
業
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
祭
り
、
産
業

文
化
祭
、
商
工
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
わ
ら
じ
で
歩
こ

う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
、
又
国
木
部
落
に
建
立
し
た

夜
明
け
の
道
記
念
碑
等
地
域
に
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
産
業
振
興
に
努
め
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
生
活
舘
を
建
築
し
、
生
活
改
善
グ
ル

l

プ
の
親
睦
を
計
る
と
共
に
新
し
い

河
辺
村
の
特
産
品
の
開
発
に
努
め

て
い
る
。

一
二
、
快
適
で
健
康
な
生
活
環
境
づ

く
り
と
し
て

診
療
所
を
建
設
し
一
般
診
療
の

外
、
歯
科
診
療
を
併
設
し
病
気
の

予
防
と
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
保
健
婦
と
家
庭
奉
仕
員
二
名
を

配
置
し
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生

が
い
対
策
な
ど
を
実
施
し
て
い

る。四
、
教
育
文
化
の
推
進
と
し
て

人
間
性
豊
か
な
教
育
を
目
指
し

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
指
導
の
充

実
と
環
境
整
備
を
推
進
し
村
内
三

校
あ
っ
た
小
学
校
を
一
校
に
統
合

し
、
統
合
小
学
校
の
校
舎
新
築
、

屋
内
運
動
場
の
新
築
、
併
せ
て
幼

稚
闘
も
新
築
し
た
こ
と
。

農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
平
成
四
年
度
一
般
会
計
予
算

で
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
構
想
推
進
事
業

費
と
し
て
、
オ
フ
ト
1
ク
通
信
シ

ス
テ
ム
に
三
五
、

0
0
0千
円
を

計
上
し
て
い
る
。

民
族
資
料
館
を
旧
北
平
小
学
校

跡
に
開
館
し
文
化
遺
産
の
保
存
に

努
め
て
い
る
。

.
以
上
の
様
な
事
業
を
推
進
し
全

国
優
良
町
村
の
表
彰
を
受
け
た
と

い
う
河
辺
村
史
に
輝
し
い
実
績
を

残
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
村
長

を
始
め
皆
様
の
努
力
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

と
か
く
理
事
者
は
、
住
民
に
対

し
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に

考
え
て
事
業
を
執
行
す
る
た
め
、

財
政
的
に
無
理
な
運
営
が
伴
う
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
多

く
の
事
業
を
実
施
し
て
い
な
が
ら

村
の
財
政
は
極
め
て
健
全
で
あ

り
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
と

平
成
四
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
総

額
は
十
九
億
四
千
八
O
O
万
円
で

あ
り
、
地
方
債
償
還
額
二
億
一
千

四
八
O
万
円
で
公
債
比
率
一

0
・

八
%
で
喜
多
郡
町
村
で
は
最
も
低

い
率
で
あ
り
ま
す
。

今
後
課
題
は
、
河
辺
川
ダ
ム
建

設
に
伴
う
肱
川
流
域
振
興
計
画
の

実
現
、
長
寿
社
会
を
迎
え
福
祉
の

村
づ
く
り
、
逗
し
い
農
林
業
の
村

づ
く
り
と
問
題
点
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
河
辺
村
発
展
の
た
め
、

村
長
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

又
、
大
野
村
政
が
発
足
す
る
と

同
時
に
派
閥
を
解
消
し
、
選
挙
の

し
こ
り
を
排
除
し
て
、
河
辺
村
に

和
の
政
治
を
定
着
さ
れ
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
平
和
に
徹
し
た
河
辺

村
民
も
又
偉
大
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
る
基
礎
と
し
て
は

一
、
健
全
財
政
で
あ
る
こ
と

二
、
ユ
ニ
ー
ク
な
村
づ
く
り
を
し

て
い
る
こ
と

一
一
一
、
平
和
な
村
で
あ
る
こ
と

四
、
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
る

-』レ」
以
上
の
事
項
に
す
ぐ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
栄
え
あ
る
表
彰
に

ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
御
同

慶
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

暴
力
団
対
策
法
施
行

。
暴
力
団
対
策
法
の
施
行
。

最
近
の
暴
力
団
は
、
善
良
な
市

民
を
巻
添
え
に
し
た
抗
争
事
件
を

繰
り
返
し
て
勢
力
を
拡
大
し
な
が

ら
、
そ
の
威
力
を
利
用
し
て
膨
大

な
活
動
資
金
を
得
て
お
り
ま
す
。

暴
力
団
の
不
法
、
不
当
な
行
為

を
規
制
す
る
た
め
三
月
一
日
か
ら

「
暴
力
団
対
策
法
」
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

暴
力
団
に
関
す
る
情
報
を
大
洲

警
察
署
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

(
大
洲
警
察
署

国
二
四
|
一
二
七
五
)

コ
ニ
な
い
運
動
」

-R暴力
団
を
恐
れ
な
い

女
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

-R暴力
団
に
金
を
渡
さ
な
い

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
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※ ※ 

所属課 地身出 名氏 i i:i 
地露久

総課務 天山 i育 大長域振内 保; 神本 製平
興

雅 和 達課
樹 明 男

ii名
課所属 地身出 名氏 所地身出氏

暴名

震川新 務総川久
富課 国福

所上ヵ 諜崎 保 木号
ヲ 龍 IJ> 
yレ 哉 る

〔 主 教 教 教

伯方事 〔諭 〔諭 〔諭
町 明 予 五

立 内 浜 東 子 rj( 
十市倍 片山男波 西中 京本

かゆ i)> カ〉
小 E田ヨ らカミ ら久 ら準台、 〕り 〕美 」ーノ ー」

ら弘 一
子

※ 

身出 養護
教 教 教河

辺

〔地教諭 〔諭 〔諭
〔茂豊 頭一 校小学正 内

新 山岡 子瀧
吉 池 小崎 小野 小井

空 海旧 か か か
町 三初 三孝 三玉

展 子 志 温
恵

※
河
辺
中
学
校

教

頭

米

津

良

幸

〔
新
谷
中
か
ら
〕

※
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

氏

名

森

岡

秀

樹

出
身
地
今
治
市

担

当

第

二

地

域

係

※
社
会
福
祉
協
議
会

氏

名

増

本

道

子

出

身

地

神

納

担

当

家

庭

奉

仕

員
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⑨
⑨
 

あ
な
た
が
主
役
付
川
一
公
民
館
活
動

J、く

今
年
度
の
活
動
計
画
が
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

公
民
館
活
動
は
か
あ
な
た
が
主

役
で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
村
づ
く
り
を

共
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

寸
活
動
方
針

村
社
会
教
育
基
本
方
針
に
も
と

づ
き
、
公
民
館
を
拠
点
に
分
館
・

自
治
公
民
館
・
各
種
機
関
団
体
と

の
連
携
促
進
に
つ
と
め
、
住
民
の

自
発
的
な
学
習
と
実
践
活
動
を
〉
つ

な
が
し
て
、
地
域
の
生
活
課
題
解

決
を
め
ざ
し
、
心
ゆ
た
か
な
郷
土

愛
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
つ
と
め
る
。

す
重
点
目
標

一
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る
活

動
を
推
進

※
花
い
っ
ぱ
い
運
動

※
ふ
る
さ
と
祭
り

※
産
業
文
化
祭

二
、
分
館
活
動
、
社
会
教
育
関
係

団
体
の
活
性
化
を
推
進

※
地
域
づ
く
り
座
談
会

※
世
代
間
交
流
会

一
ニ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
健
康
で
心

の
か
よ
う
入
手
つ
く
り
を
推
進

※
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

カヨ平 成 4年 4月25日(5) 

※
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

四
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進

※
団
体
と
の
連
携
事
業

回
青
少
年
対
象

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

た
め
、
社
会
教
育
活
動
へ
の
参
加

を
う
な
が
し
、
子
ど
も
会
や
青
年

団
体
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
つ
と
め

マ

G

。
同
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ω子
ど
も
会
活
動

肋
文
化
財
め
ぐ
り

仲
か
わ
べ
創
造
塾

同
世
代
間
の
交
流

倒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

何
花
い
っ
ぱ
い
運
動

回
婦
人
対
象

婦
人
の
士
体
牲
を
高
め
る
学
習

活
動
を
通
じ
て
、
住
み
よ
い
地
域

、
つ
く
り
の
推
進
者
と
し
て
婦
人
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
を
は
か
り
、
積
極

的
な
社
会
参
加
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
っ
と
め
る
。

例
幼
児
家
庭
教
育
講
座
(
父
母
の

教
室
)

川
婦
人
学
級

M
W
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

伺
世
代
聞
の
交
流

制
花
い
っ
ぱ
い
運
動

園
成
人
・
高
齢
者
対
象

分
館
お
よ
び
自
治
会
民
館
単
位

に
よ
る
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に

学
習
へ
の
参
加
を
促
し
生
が
い
を

高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

的
八
刀
館
活
動
・
諸
集
会

制
愛
護
班
活
動

例
高
齢
者
教
室

仲
ク
ロ
ツ
ケ

1

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

同
世
代
聞
の
交
流

制
花
い
っ
ぱ
い
運
動

的
地
域
づ
く
り
座
談
会

回
文
化
活
動

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
ろ
っ
り

か
わ
り
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
白
、
王
的
な
文
化
活
動
を
育
成

助
長
し
、
う
る
お
い
の
あ
る
新
し

い
文
化
の
創
造
に
つ
と
め
る
。

同

w鱈
報
の
発
行

仲
間
一
小
立
図
書
館
移
動
文
庫
の
活
用

例
麿
業
文
化
祭

判
文
化
グ
ル
ー
プ
の
育
成

制
民
川
町
資
料
の
収
集
・
整
備

倒
ふ
る
さ
と
祭
り

制
文
化
講
演
会
の
開
催

例
ビ
デ
オ
教
室

例
生
涯
学
習
情
液
シ
ス
テ
ム
の
活
用

回
同
和
教
育

国
民
的
課
題
で
あ
る
日
和
問
題

を
宜
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
学

校
、
家
庭
、
社
会
の
連
携
を
密
に
し

た
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
す
べ
て

の
村
民
が
進
ん
で
取
り
組
む
同
和

教
育
を
推
進
す
る
。

開
学
級
、
講
座
に
よ
る
学
習
会

川
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

例
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

同
広
報
、
資
料
な
ど
の
配
布

制
調
査
活
動

副
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
の

連
帯
意
識
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り

に
つ
と
め
る
。

例

ク

ロ

ツ

ケ

!

大

会

五

月

刊
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
六
月

例
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
大
会
七
月

仲

ス

ポ

レ

ク

郡

大

会

九

月

同
第
却
回
村
民
運
動
会
十
月

同
レ
ク
パ
レ

l
大

会

十

一

月

同
第
7
目
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
二
月

随
時

的
指
導
者
養
成
の
講
習

※ 5つの呼びかけ
あいさつをかわそう
〈いつでも・どこでも・だれにでも〉

2.時間を守ろう
〈決められた時間の厳守〉
ものを大切にしよう
〈生活oむだ・むり・みえをなくして〉

4. 地域を美しくしよう
(美しい花の咲くふるさとづくりを〉

スポーツにすすんで参加しよう
(健康づくりはみずからの手で〉

1. 

3 

5 

ニ
つ
以
上
の
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は

昭
和
六
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た

新
年
金
制
度
は
、
全
国
民
を
対
象

と
し
て
基
礎
年
金
制
度
を
導
入

し
、
「
一
人
に
一
つ
の
基
礎
年
金
」

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
し
た
が
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

及
び
寡
婦
年
金
が
亘
復
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
人
。

厚
生
年
金
保
険
及
び
共
済
組
台

は
「
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
」
の
制

度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す。
二
つ
以
上
の
年
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
場
合
は
、
本
人
が
希
望

す
る
一
一
つ
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、

他
の
年
金
は
支
給
停
止
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
り
ま
し
た
の
一
で
、
二
つ

以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は
「
選
択
申
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
出
量
一
回
は
速
や
か
に
出
し
ま

し
ょ
〉
つ
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
社
会
保
険

事
務
所
へ
ご
相
談
下
さ
い
。



ハミわ (6) 

河
辺
愛
友
会
も
協
力

村
民
の
皆
様
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
「
河
辺
村
ふ
る
さ
と
公

園
」
が
立
派
に
完
成
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
宿
の
背
後
に
、
河
辺
川
を
へ
だ
て
て
そ
び
え
立

つ
あ
た
か
も
万
里
の
長
城
か
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
館
か
と

い
っ
た
趣
き
の
m
デ

1
ル
ア
ル
メ
壁
。
が
ま
ず
自
に
入
り
ま
す
。

自
然
の
中
に
、
あ
の
巨
大
な
擁
壁
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

河
辺
の
地
形
で
は
、
や
む
を
得
な
い
苦
肉
の
策
で
し
た
。
少

し
で
も
擁
壁
の
固
さ
を
や
わ
ら
げ
よ
う
と
蝶
と
蛍
の
レ
リ
ー
フ

を
施
し
ま
し
た
。

こ
の
擁
壁
の
上
に
は
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
か
お
祭
り

広
場
。
が
あ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
も
と
よ
り
村
民
の

皆
様
が
憩
い
集
え
る
最
高
の
広
場
で
す
。

こ
の
お
祭
り
広
場
へ
の
連
絡
は
、
ふ
る
さ
と
庭
園
か
ら
県
指

カ込 平成 4年 4月25日

定
民
俗
文
化
財
。
御
幸
の
橋
。
を
初

儲
怖
さ
せ
る
屋
根
付
き
橋
で
結
ぶ
な
ど

河
辺
村
固
有
の
文
化
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。4

伏
流
広
場
。
で
は
、
あ
の
昔
な

つ
か
し
い
水
車
が
ま
わ
り
、
汐
展
望

広
場
。
に
は
、
有
効
径
三
五
五
ミ
リ
、

肉
眼
の
二
千
五
百
倍
の
集
光
カ
を
持

つ
反
射
式
望
遠
鏡
を
設
置
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
八
千
個
以
上
の
星
を

自
動
追
尾
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
展
望
広
場
か
ら
お
祭
り
広
場

へ
は
、
子
供
達
が
歓
声
を
あ
げ
て
滑

る
グ
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ラ
イ
ダ
ー
。
一

O

O
Mで
結
び
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
公
園
整
備
に
河
辺
村

愛
友
会
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
贈
り
物

が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
公
園
入

り
口
か
ら
渓
流
広
場
ま
で
に
植
え
ら

き
る
す
べ
り

れ
た
「
百
日
紅
」
が
、
そ
の
贈
り
物

き
る
す
べ
り

で
す
。
「
望
郷
百
日
紅
並
木
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

河
辺
愛
友
会
の
皆
様
の
故
郷
を
思

い
愛
す
る
変
わ
ら
ぬ
お
気
持
ち
に
深

く
感
謝
し
大
切
に
育
て
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
完
成
の
部
分
も
沢
山

あ
り
ま
す
が
今
後
ま
す
ま
す
充
実
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
都
市

住
民
の
皆
さ
ん
の
利
活
用
も
期
待
い

た
し
ま
す
。

第 95号

~ふるさと庭園(屋根付き橋)

~渓流広場~

~アドベンチャースロープ~
(ジェットスライダー)

H

メ
ソ
ン
で
あ
い
H

完
成

グ
出
合
。
に
建
築
中
で
あ
り
ま

し
た
若
者
定
住
促
進
住
宅
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
二

L
D
K

六
世
帯
分
が
完
成
し
「
メ
ゾ
ン
で

あ
い
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ゾ
ン
で
あ
い
は
、
地
名
の
出

合
と
二
人
の
出
逢
を
祝
福
す
る
気

持
ち
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
二

人
の
出
逢
が
三
人
の
四
人
の
出
逢

と
な
り
子
供
の
若
者
の
住
む
村
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

現
在
、
入
居
四
世
帯
で
、
二
世
帯

分
が
空
室
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
婚
さ
ん
、

U
タ
l
ン
者
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

~メゾン で あ い ~



わ

、
日
大
教
育
委
員
会(

五
名
)

記
妻
、
一
委
員
長

お
じ
…
…
…
v

…

矢

野

清

盛

刷
協
目
…
…
…
委
員
長
代
理

吃

革

、

…

縄

田

進

(
 

お
忠
男
、
…
す
公
民
館
運
営
審
議

遡酬明…………
J

会
(
十
一
名
)

，

…

開

明

会

長

調
駅
僻
…
…
，
…
…
大
野
喜
久
雄

副
会
長

清

水

孝

す
文
化
財
保
護
審
議
会
(
六
名
)

会

長

大

森

高

知

女
館
報
編
集
委
員
(
四
名
)

薫
明
・
福
桝
明
昭

良
照
・
西
山
自
治
雄

第 95号'"ζ 

戸
田

カ=平成 4年 4月25日(7) 

吉順
生ー

美
保徳

山高有松稲北神
田橋友本田川山

恵
美
子

照

子

明

美
恵

子

治

子
サ
エ
子

ス
エ
子

会

長

木

田

副

会

長

高

橋

植
松
ク
ラ
ブ
会
長
高
橋

坂
本
ク
ラ
ブ
会
長
長
岡

大
伍
ク
ラ
ブ
会
長
佐
伯

北
平
ク
ラ
ブ
会
長
本
田

会
青
年
会
議

議

長

樽

井

優

副

議

長

大

富

賢

二

副

議

長

小

川

真

由

美

事
務
罰
長
佐
々
木
美
香
江

会
学
校
長
会

会

長

笹

山

安

夫

カ
教
頭
会

会

長

三

井

玉

温

す
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員三

名
)

勝
利 範稔武武

一男延夫夫

上
川

村
職
員
人
事
異
動

河
辺
村
で
は
、
四
月
一
日
付
で

次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
な
い

ま
し
た
。

(
)
内
旧
任

マ
助
役
(
三
月
議
会
に
お
い
て
)

田

中

弘

(

再

任

)

マ
総
務
課

課

長

梅

木

幸

男

(
建
設
課
長
)

マ
建
設
課

課

長

河

本

治

(
地
域
振
興
課
長
補
佐
)

交
通
安
全
推
進
協
議
会
開
催

四
月
三
日
倒
基
幹
集
語
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
交
通
安
全
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
三
年

度
の
活
動
状
況
の
報
告
及
び
平
成

四
年
度
の
活
動
計
画
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
四
年
度
活
動
計
画

カ
年
間
を
通
り
て
の
重
点
目
標

一
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト

ω着
用
心
徹
底

二
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事

故
防
止

=
一
、
違
法
駐
(
停
)
車
の
締
め
出
し

四
、
飲
酒
・
暴
走
・
過
労
運
転
の
追
放

五
、
暴
走
族
追
放
運
動
の
推
進

六
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

七
、
道
路
交
通
環
境
の
点
検
・
整

慌
の
推
進

す
運
動
の
強
鵠
期
間
の
活
動
及
び

課

長

補

佐

酒

井

勇

(
公
民
館
長
補
佐
)

マ
地
域
振
興
課

課

長

補

佐

長

岡

勇

(
建
設
課
係
長
)

主

事

補

五

頭

祥

介

(
総
務
課
主
事
補
)

マ
公
民
館

館

長

上

野

富

雄

(
地
域
振
興
課
長
補
佐
)

主

事

補

大

富

賢

二

(
地
域
振
興
課
主
事
補
)

強
調
目

。
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

(
四
月
六
日

1
十
五
日
)

.
交
通
茶
屋

・
交
通
安
全
教
室
(
小
・
中
学
校
)

。
夏
の
交
通
安
全
運
動

(
七
月
十
六
日

1
二
十
五
日
)

.
交
通
茶
屋

o
高
齢
者
受
通
安
全
運
動

(
九
月
十

A

日
(
)
二
十
日
)

・
高
齢
者
向
け
交
通
安
全
映
画

上
映

。
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

(
九
月
二
十
一
日
(
)
一
二
十
日
)

.
交
通
茶
屋

・
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

(
河
辺
小
学
校
)

・
道
路
線
引
・
カ
l
ブ
ミ
ラ
l
清
掃

。
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

・
交
通
安
全
祈
願
祭
、
交
通
茶
居

心
交
通
安
全
の
日
毎
月
二
十
日

。
高
齢
者
交
通
安
全
日
毎
月
十
日

村
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル

l
ル
を

守
り
、
事
故
を
起
こ
さ
ず
、
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
心
、
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
〉
高
齢
者
に
や
さ
し
い
交
通
安
全
運
動
実
施
中
〈
〉

第
二
期
/四

月
一

Hr--六
月
三
十
日

県
内
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
が

被
害
と
な
る
交
通
事
故
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の
方
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

0

0
横
断
中
の
事
故
が
大
半
で
す

・
横
断
歩
道
以
外
の
と
こ
ろ
で
は

横
断
し
な
い
。

-
信
号
に
し
た
が
っ
て
横
断
し
ま

し
よ
う

0

・
駐
、
停
車
、
降
り
た
パ
ス
の
直

前
、
後
を
横
断
し
な
い
。

。
夜
間
の
事
故
が
多
く
あ
り
ま
す

.
運
転
者
か
ら
見
え
や
す
い
服
装

で
外
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
反
射
テ

l
プ
等
光
る
も
の
を
身

に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

O
特
に
ご
注
意
を

・
少
し
の
遠
回
り
で
も
信
号
機
や

横
断
歩
道
の
あ
る
処
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。

・
近
づ
い
て
く
る
車
が
あ
る
と
き

は
、
あ
せ
ら
ず
通
り
過
ぎ
て
か

ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
歩
道
か
ら
、
交
さ
点
や
、
横
断

歩
道
な
ど
に
山
る
と
き
は
、

し
っ
か
り
安
全
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
青
信
号
で
も
右
左
折
す
る
車
に

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
夜
間
の
自
転
車
利
用
は
必
ず
ラ

イ
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

(
大
洲
交
通
安
全
協
会
・
大
洲
警

察
署
・
市
町
村
交
通
安
全
推
進

協
議
会
)

梅
木

寸
分
館
畏
(
四
名
)

植
松
分
館
長
出
永

坂
本
分
館
長
宮
本

大
伍
分
館
長
梅
木

北
平
分
館
長
佐
伯

す
体
育
指
導
委
員
(
四
名
)

北

川

智

也

・

有

友

章

治

請

田

竹

男

・

協

中

大
婦
人
会

会

長

副
会
長

副
会
長

植
松
分
会
長

坂
本
分
会
長

大
伍
分
会
長

北
平
分
会
長

会
老
人
ク
ラ
ブ



附
附
附
州
附
州
附
附
附
州
新
緑
の
季
節
を
迎

問
問
問
問
問
え
、
今
年
度
も
五
月

問
料
燃
側
六
日
の
肺
が
ん
検
診

mwmmm慨
を
か
わ
き
り
に
十
月

間
滞
縄
開
制
ま
で
検
診
が
行
わ
れ

m撚
燃
ま
す
。
昨
年
の
検
診

州
糊
欄
間
結
果
を
ふ
り
か
え
っ

料
撞
期
間
て
み
る
と
、

開
山
劃
削
問
問
①
基
本
健
診

問問一僻臨
m
w
m
m

受
診
者
数
回
九
八

…
…
…
…
…
…
問
問
名
(
う
ち
診
療
所
健

広
州
お
お
お
診
九
五

名
)
と
多
数
の
方
に
次

受
け
て
い
た
だ
き
ま
靴

し
た
。
年
代
別
の
受

診
状
況
で
は
六
十
歳

，
代
の
方
の
受
診
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

指
導
区
分
別
の
状
況

で
は
、
異
常
な
し
は

九
二
名
(
一
八
・
五

%
)
と
い
う
状
況
で

す
。
要
指
導
、
要
医

療
の
う
ち
わ
け
を
み

て
み
る
と
、
高
血
圧

の
人
が
以
前
五
O
%

以
上
を
し
め
て
い
ま
糊

す

。

別

②

胃

が

ん

検

診

殴

胃
が
ん
検
診
は
一
時

五
八
名
の
方
に
受
診
び

し
て
い
た
だ
き
ま
し
劃

た
。
そ
の
う
ち
一
勝

名
、
早
期
胃
が
ん
が

(8) 平 成 4年 4月25日ハミわカ込第 95号

発
見
で
き
ま
し
た
。

③
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診
は
一
一
一
一
名
の

方
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
乳
が
ん
検
診
は
一
O
五
名
の

受
診
で
し
た
。
が
ん
の
方
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

④
肺
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診
は
一
三
O
名
の
受

診
で
し
た
。
が
ん
の
発
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
喫
煙
者
の
が

指導区分別実人員
受診者数 (1)

異常認めず (2) 要指導 (3) 望書医療 (4) 計(3)+(4) (5) 

40歳 ~49歳 3 9 1 6 1 3 1 0 2 3 

50歳 ~59歳 1 1 3 1 9 5 5 3 9 9 4 

60歳 ~69歳 2 0 3 3 5 9 2 7 6 1 6 8 

70歳 以上 1 4 3 2 2 5 2 6 9 1 2 1 

計 4 9 8 92 (18，5%) 212 (42，5%) 194 (39，0%) 406 (81. 5%) I 

(単位:人)

高血圧境界領 うち心電図異 高血圧 うち心電図異 心電図異常あ 貧血(疑いを 肝疾患(疑い 糖尿病(疑い

域 常あり 常あり り 含む。) を含む。) を含む。)

40歳~49歳 7 。 2 1 1 6 3 。
50歳~59歳 4 0 3 1 6 4 1 2 1 5 7 8 

60歳~69歳 8 4 7 4 5 1 2 2 5 2 7 1 1 2 0 

70歳以上 6 2 1 7 3 4 2 0 4 1 2 4 8 1 5 

計 193(38，8%) 2 7 97(19，5%) 3 7 79(15，9%) 72(14，5%) 29(5，8%) 43(8，6%) 

主な検査結果の要指導・要医療者数

ん
発
生
率
は
本
数
に
比
例
し
て
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
喫
煙
者
は
必

ず
検
診
を
お
う
け
下
さ
い
。
ま
た
、

吸
わ
な
い
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
大
腸
検
診

大
腸
検
診
は
一
二
七
名
の
受
診

で
し
た
。
そ
の
う
ち
一
名
早
期
が

ん
が
発
見
で
き
ま
し
た
。
脂
肪
摂

取
量
が
増
え
て
い
る
現
在
の
食
生

活
状
況
で
は
今
後
ふ
え
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

検
診
を
御
利
用
下
さ
い
。

今
年
度
の
検
診
の
日
程
は
、
全

戸
に
届
い
て
い
る
日
程
表
の
と
お

り
で
す
の
で
、
年
一
回
の
き
ち
ょ

う
な
機
会
を
、
お
み
の
が
し
の
な

い
よ
う
、
御
家
族
お
そ
ろ
い
で
検

診
を
う
け
に
き
て
下
さ
い
。

伸一濁寮護持附州劇的

綿
一
総
帰
還
…
減
一
部
激
烈

行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
の
行

政
機
関
は
五
月
か
ら
完
全
週
休
二

日
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

〈ハロ
i
ワ
i
ク
大
洲
〉

土
曜
、
日
曜
と
平
日
の
夜
間
閉

庁
時
間
に
は
、
求
人
情
報
を
提
供

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
所

入
口
左
側
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

求
人
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
下
さ
い
。

の大 辺 けい言と字すが注村さとねのい今ら後まお辺 o A とす妻今とでと「 i
努変の中行まつ思が。河目のて思ばたうの、継すりをてし是向。子、思役でふ j 
力嬉充でなすてうよ(辺さ中、うなめ本仕 両 者 の ま 中 ぉ Lで時思四仕いに原る j 
にし実もわ。もが く 測 だ れ で 県 宮 ら に来事親でもす心り、二にえ人事ベ立稿さ i 
害く、手52遺書三宮市長三霊長zH詩的Ef民主主要ji五暴行革主 j
間 42522frる特ぁ。 の張地くぷ品目出向?23Fi 
急君主品計色村己|ふるさとに望む鱒翻輔躍的訪凶ばぷ i
い皆に」業にと」きう j 麓麓置麟議選掴盤襲警 に ま の 入 り に 。 れ な う i 

l松山市松尾義男欝饗撃畿議欝襲警 i 
り様益長 河の で 会 追 | 轟轟議額融轟轟轟欝らてせすト 不のがで?
申の 々さ最辺が、のい| (川上出身) 轟轟寵警警璽轟轟 しお、。ン農況基変す j 
しごのん後にあ学子遊| 覇欝醸守護欝欝てり山地ネ林で幹わ i 
上健ご始にはり校供ん l …一一 ー…ー…いまの球ノレ業は産らそ i 
げ康活めなあまで達だか すしな いですおをはすにあるす効環にはな業なの i
ま、躍関り 2すはが子け川。て自緑ま も 。 ら 育 あ 。 憤 ま 人 C司 境 入 今 い で い 他 ;
すごと係ま子。得最供めで 欲然あすら今ずてり朝りりそか H 問つ、であの沢;
。多、者し 9。そ ら も 時 ぐ 遊 しをふ。い少 るまの 触 h 色 長しるは山 i
幸村のた れれ望代りび く子れ たしと者せこをれ与 k々 題てくよ農、ぁ i
を民方が がなむ、、、 思孫る い頑言にんな感ない山言とおてう林河り i 
お の々 、 故いこそ鳥山 いに豊 と張い悪。いじいてでわ合り暗か業辺ま ; 
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初
め
て
経
験
し
た
河
辺
の
冬
は

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん

暖
か
で
し
た
。
そ
れ
で
も
一
月
十

八
日
に
往
診
で
行
っ
た
北
平
(
長

崎
)
は
一
面
銀
世
界
で
道
路
上
も

十
セ
ン
チ
の
雪
が
積
も
り
、
診
療

所
自
慢
の
四
輪
駆
動
の
往
診
車
で

も
な
ん
と
な
く
危
な
っ
か
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

春
の
気
配
を
感
じ
て
最
近
朝
夕

時
々
家
内
と
長
女
の
三
人
で
診
療

所
近
く
の
山
を
散
策
し
て
い
ま

す
。
イ
カ
ル
・
キ
セ
キ
レ
イ
・
セ

グ
ロ
セ
キ
レ
イ
・
ウ
グ
イ
ス
な
ど

の
小
鳥
た
ち
を
間
近
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
往
診
の
途
中
で
ヤ

マ
ド
リ
や
キ
ジ
に
出
会
っ
た
り
す

る
と
河
辺
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
改
め
て
実
感
し
て
し
ま
い
ま

す。
四
月
は
年
度
始
め
の
た
め
か
何

も
か
も
が
改
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

で
は
新
入
生
ま
た
新
し
く
赴
任
さ

れ
た
先
生
方
を
迎
え
、
検
診
・
予

防
接
種
で
初
々
し
い
姿
を
見
せ
て

頂
け
ま
し
た
。

診
療
所
も
診
療
録
(
カ
ル
テ
)

を
刷
新
し
、
皆
様
方
の
身
体
所

見
・
検
査
記
録
・
処
方
筆
・
注
射

カミ平成 4年 4月25日(9) 

筆
な
ど
が
一
目
で
分
か
り
ゃ
す
く

な
り
ま
し
た
。
「
長
い
」
と
不
評

の
待
ち
時
間
の
短
縮
に
も
多
少
つ

な
が
る
の
で
は
と
自
画
自
賛
し
て

い
ま
す
。

ま
た
五
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
検
査
記

録
の
管
理
を
南
予
の
診
療
所
と
し

て
は
初
め
て
導
入
す
る
予
定
で

す
。
カ
ラ
フ
ル
で
わ
か
り
や
す
い

表
や
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
説
明
さ
せ

て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

(
診
療
所
長

加
藤
正
隆
)

園
開
骨
閣
団

四
月
一
日
か
ら
診
察
料
・
検
査

料
・
投
薬
注
射
料
・
処
置
手
術

料
・
薬
剤
料
な
ど
の
算
定
方
法
が

大
き
く
変
わ
り
、
窓
口
で
の
支
払

料
金
が
こ
れ
ま
で
よ
り
若
干
多
く

な
っ
た
り
少
な
く
な
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
窓
口
で
ご
遠
慮
な
く
お
尋

ね
下
さ
い
。

ま
た
年
度
始
め
は
手
続
き
に

少
々
時
聞
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

阿
川
凹

(
日
常
診
療
中
に
皆
様
方
か
ら

よ
く
お
尋
ね
の
あ
る
質
問
に
お
答

え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
)

Q
、
膝
が
痛
く
て
注
射
を
う
っ
て

ほ
し
い
の
で
す
が
骨
が
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。
う

た
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
し
ょ

う
か
?

A
、
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
の
膝

の
痛
み
で
診
療
所
を
受
診
さ
れ

る
方
の
多
く
が
、
注
射
を
う
っ

て
ほ
し
い
が
副
作
用
が
心
配
と

言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
か
な
り

以
前
は
ス
テ
ロ
イ
ド
の
注
射
が

多
用
さ
れ
骨
が
弱
く
な
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

す
。
し
か
し
、
現
在
診
療
所
で

は
副
作
用
の
多
い
ス
テ
ロ
イ
ド

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
あ
ま
り

副
作
用
が
な
い
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
関
節
液
の

成
分
を
主
に
使
っ
て
い
ま
す
。

痛
く
て
た
ま
ら
な
い
の
に
副
作

用
が
恐
く
て
我
慢
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
ご
安
心

下
さ
い
。

今
年
出
マ
イ
コ
プ
ラ
ス
マ
肺
炎
の

当
た
り
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
咳

が
ひ
ど
い
場
合
は
発
熱
が
伴
わ
な

く
て
も
早
め
に
受
診
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

団
閣
附
置
「
草
根
木
皮
」
よ
り

そ
の
一
、
山
槻

「
山
根
は
小
粒
で
ピ
リ
リ
と
辛

い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
独
特

の
辛
味
と
爽
や
か
な
香
り
が
あ

り
、
薬
味
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
料

理
に
使
わ
れ
ま
す
。
漢
方
で
は
果

実
の
果
皮
を
乾
燥
し
た
も
の
を
健

胃
・
整
腸
・
利
尿
・
消
炎
・
駆
虫

な
ど
に
用
い
ま
す
。

そ
の
昔
、
こ
の
山
撤
と
丁
字
・

明
馨
な
ど
を
混
ぜ
て
「
美
鳴
丸
」

と
い
う
丸
剤
が
作
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
を
女
性
の
体
内
に
納
め

る
と
燃
え
る
よ
う
に
な
っ
て
男
性

欲
し
さ
に
狂
う
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
の
名
の
如
く
天
女
で

な
け
れ
ば
奏
で
ら
れ
な
い
よ
う
な

美
し
い
声
で
、
時
に
は
奔
流
の
如

く
、
時
に
は
せ
せ
ら
ぎ
の
如
く
泣

き
、
「
美
鳴
」
そ
の
も
の
だ
そ
う

で
す
。
い
つ
の
時
代
で
も
お
好
き

な
御
人
が
お
ら
れ
ま
す
ね
。

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

二
月
十
二
日
よ
り
新
カ
ヲ
ル
さ

ん
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
皆
様
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
月
か
ら
勤
務
し
て
頂
い

て
い
た
河
野
奈
緒
美
さ
ん
は
こ
月

末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

閣
国
島

待
合
い
室
に
意
見
箱
を
設
置
し

ま
す
。
診
療
所
に
関
す
る
こ
と
な

ら
ば
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
ま
た
、
病
気
に
対
す
る

質
問
や
診
療
所
だ
よ
り
で
と
り
あ

げ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
も
大
歓
迎

で
す
。
ど
し
ど
し
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

悶
骨
川
凶

健
康
保
険
の
種
類
が
変
わ
っ
て

い
て
事
務
手
続
き
に
支
障
が
生
じ

る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
健
康

保
険
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き
は

必
ず
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
、

毎
月
初
め
て
受
診
さ
れ
る
臼
に
は

窓
口
へ
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
下

さ
い
。
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グ
努
理
意
夢
d

青
年
会
議
み
ん
な
の
、
前
々
か

ら
の
願
い
だ
っ
た
、

『青
年
の
家
』

が
、
先
日
、
村
長
さ
ん
や
村
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
、
立
派
に
完
成

し
ま
し
た
。
私
達
が
お
互
い
努
力

し
、
理
解
し
、
意
識
し
合
い
、
い

つ
も
夢
を
追
い
か
け
て
行
く
姿
を

見
て
頂
く
様
、
名
前
を
『
努
理
意

夢
」
(
ど
り
い
む
)
と
し
ま
し
た
。

さ
て
、
家
は
完
成
し
た
も
の

の
、
と
に
か
く
家
の
中
に
は
何
も

な
く
、
ア
レ
も
な
い
、
コ
レ
も
な

い
で
、
き
わ
め
つ
け
は
鍵
が
合
わ

な
い
ノ
と
い
う
具
合
。
こ
れ
で

は
、
役
員
会
も
で
き
な
い
と
い
う

事
に
な
り
、
改
め
て
、
湯
呑
み
を

先
頭
に
、
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
が

一
番
大
事
か
も
し
れ
な
い
、
栓
抜

き
、
グ
ラ
ス
と
揃
え
る
事
に
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
揃
え
る
段
階
に

な
る
と
、
あ
の
グ
ラ
ス
は
か
わ
い

く
な
い
と
か
、
こ
の
チ
リ
取
り
は

ダ
サ
イ
と
か
、
そ
の
ト
イ
レ
芳
香

剤
は
見
た
目
が
悪
い
等
、
な
か
な

か
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
結
局
、
ゆ
っ
く
り
選
ぶ
時

間
も
な
く
、
赤
で
決
め
よ
う
、
黒

で
決
め
よ
う
と
い
う
希
望
は
あ
っ

'"ミわカ=第 95号

て
も
、
大
小
様
々
に
な
っ
て
ガ
ツ

ク
リ
。
で
も
台
所
は
何
と
か
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
ぐ
ら
い
は
作
っ
て
食

べ
ら
れ
る
程
に
な
り
ま
し
た
。

「
家
が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
。
」
か

ら
、
「
カ
レ
ー
が
作
れ
る
ね
。
」
ま
で

あ
っ
と
い
う
聞
で
し
た
が
、
色
ん

な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
々
、

男
子
は
、
ト
イ
レ
は
女
の
子
が
行

一一繍
澗
教
蒋
川
併
殺
が
災
…一一一
側

「
き
ょ
う
、
学
校
で
同
和
の

勉
強
を
し
た
ん
よ
」

十

一
月
も
末
の
頃
、
夕
飯
の

時
突
然
に
子
供
が
、
「
今
日
学

校
で
同
和
の
勉
強
が
あ
っ
た
ん

よ
。
同
和
地
区
は
全
国
に
た
く

さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
と
先
生
が

言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
こ
の
町
に

も
あ
る
の
。
こ
の
辺
で
は
ど
こ

が
そ
う
な
の
。
」
と
切
り
出
し

ま
し
た
。
私
達
夫
婦
の
顔
と
心

の
中
を
見
す
か
す
よ
う
に
し
な

が
ら
、
「
僕
方
が
そ
う
じ
ゃ
な

い
の
」
と
聞
き
ま
し
た
。

全
く
不
意
を
つ
か
れ
た
私

は
、
平
素
の
同
和
学
習
の
知
識

も
何
の
そ
の
、
「
い
や
違
う
。

こ
の
町
に
は
そ
ん
な
所
が
あ
る

き
や
す
い
様
に
、
台
所
も
女
の
子

が
好
き
な
様
に
と
、
い
つ
も
女
子

の
意
見
を
重
視
し
て
く
れ
た
り
し

て
:
。
こ
ん
な
優
し
い
人
達
の
い

る
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
が
、
青
年

会
議
の
一
番
素
敵
な
所
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
ず
っ
と
、
こ
こ
を

中
心
に
、
大
勢
の
人
が
出
入
り
し

て
、
楽
し
い
若
者
の
輪
が
出
来
、

共
に
成
長
し
て
行
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
、
よ

ろ
し
く
ご
指
導
ご
声
援
下
さ
い
。

の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
父

さ
ん
も
ま
だ
知
ら
ん
。
」
と
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
供
は
、

「
そ
ん
な
ら
僕
方
じ
ゃ
な
か
っ

た
ん
だ
ね
。
あ
あ
、
よ
か
っ

た
。
」
こ
の
言
葉
が
私
達
に
ど

れ
程
重
荷
に
、
そ
し
て
悩
み
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
。
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
が
起
こ

し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

の
子
供
が
い
つ
ま
で
も
寝
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
十
四
歳
に

な
り
、
漸
く
起
き
か
け
た
長
男

の
心
の
発
達
に
照
ら
し
て
、
今

こ
そ
正
し
く
家
庭
同
和
教
育

を
、
親
の
責
任
に
お
い
て
な
す

べ
き
時
が
き
た
と
決
意
し
ま
し

た
。
(
或
る
父
親
の
述
懐
)

こ
の
よ
う
に
、
学
校
で
は
全

て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
同
和

教
育
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
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五
月
晴
れ
吾
れ
に
与
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し
一
坪
の

崎
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高
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ら
り
と
お
地
蔵
様
が

い

い

守

り

な

さ

る

は

岩

屋

寺

麓

山

本

力

シ

子

W

4
T

つ

ま

い

キ

ム
T

夫
癒
え
て
退
院
の
日
も
近
づ
け
ば

中

村

白
き
ベ
ッ
ト
に
親
し
み
の
湧
く
関
井
恵
美
子

付

キ

+

咋

雨
、
雨
、
雨
、
今
日
も
又
雨
降
り
に

咋

申

小

言

を

言

い

て

空

を

見

上

げ

る

佐

伯

範

男

恥

+

+

 

f
。
;
。
;
+
4
0
0
T
O
T
O
T
。;
+
+
4
0
4
0
o
T
O
T
i
T
O
T
。T
。T
o
T
4
0
0
T
O
T
O
T
o
T
幸
弘

従
っ
て
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
で

も
、
正
し
い
家
庭
同
和
教
育
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
学
校
教
育

も
十
分
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

研
修
会
等
に
は
積
極
的
に
参

加
し
、
正
し
い
認
識
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、
自
己
改
造
を

図
り
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭
、

地
域
を
作
る
こ
と
が
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
要
因
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)
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